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 ✘「ダメ」「～しなさい」で終わらせる。 
 

 ✘「先生が言う通りにしなかったから！」は脅しであり、因 
  果関係に対する子どもの主体を奪っている。【この件も来年度】 

 
・「閉じた質問」より「開かれた質問」。 
 
・「正しさ」より「豊かさ」。 
 
・「気持ちに寄り添う」？ 「寄り添ったつもり」になるより、 
 具体的な言葉（感情、意志の言葉）を渡して。 
 
・「どんな気持ち？」「自分で考えなさい」…、言葉がなければ、 
 不可能。【３６～３９ページ】 【「保育の安全」サイトのトップページ→「定番 YouTube」 

   →「3000 万語の格差を動画で解説」にも（特に第３回と第４回）】 

 
★例１：積み木を積んでいる子どもに… 
 

 ✘「じょうずに積めてるね！」←あいまい。おとなの言葉が少ない。子どもの言葉は増えない。 
 〇「Ａちゃん、積み木を積んでいるんだ。何段、積めた？ 数えてみようか。１、２…、次はな 
  んだっけ？ ３！ そうだ。３だった！ 今、手に持っているのは何色？ あお。うん、あ 
  おだね。何段め？ ３段めか。よし、積んでみて。やった！ 積めた！」 
 
★例２：朝、登園してきた子どもに… 
 

 ✘「Ｂちゃん、Ｔシャツ、かわいいね！」←あいまい＋まず、好きな子どもにしか言わない。 
 〇「Ｃちゃん、今日のＴシャツの絵はなあに？ うん、しんかんせん？ しんかんせんって黄 

  色いの？ あ、それはドクターイエローって名前なんだ！ 私、知らなかった。え、ドクタ 
  ーイエローを見たの？ どこで？ お母さんと一緒に〇〇で見たんだ！ 後でみんなにも教 

  えてあげて、ドクターイエローって何をする乗り物なのか。お部屋に電車の図鑑があるよね！」 
  ←あなたが嫌いな子どもでもやりとりができる。やりとりが相互の信頼関係を築く。 
 
 
例：因果関係を伝える（安全の場合） 

【４５ページにも例。 『３０００万語の格差』の第５章、特に１６５ページ～】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０歳でも「～だから～し

よう」「～だから～はし

ないで」 と因果関係を

伝える。その言葉を、子

どもが自分の道具として

使っていけるように

子どもが危険なことをしてい
る時、「やめなさい！」「ダ
メ！」「そんなことをしたら
死んじゃうよ！」とだけ言う

（止まりはするが…）

高い所や、何かの縁にい
たら、驚いて落ちるかも
しれない

※安全も衛生も、「～しないで」
（否定形）は理解しにくい。また、
代替案がないまま、「～しない
で」と言われても困るだけ。伝え
る時はできるだけ、「～して（＋
理由）」。「～しないで」と言う
時も代替案を加える

（※）

「死の概念」を理解するの
は10歳頃。「死んじゃう
よ」と言われても、「二度
と戻ってこられない」とは
わからない。命を守るのは
おとなの責任

ものを口に入れていたら、
驚いて飲み込み、詰まら
せるかもしれない

ものごとの因果関係は、言葉で
徐々に理解していく。自分の行
動を止める／変える道具も、言
葉。その道具を渡すのはおとな
（因果関係を知っていて、自分
をコントロールできるはずのお
となはできている？）

止めるのは大事だが…
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